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The study of relationship between batting and body composition in baseball
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	今回の研究では、５回の打球速度の平均値ではなく、最大値を主に用いた。これは、同じスイングスピードでも打ち損じによりボールの芯を外した打球があると、平均値が下がってしまうからである。もちろん、打ち損じを少なくすることも野球の能力としては重要視しなければならないが、スイングスピードをメインのテーマとしていることから最大値を利用することにしたのである。

